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（静
岡
市
清
水
区
、
柿
澤
宏

一
社

長
）
が
創
業
７５
周
年
を
記
念
し
て

社
員
や
取
引
先
に
贈

っ
た
特
注
ボ
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中
に
、
入
れ
子
の
よ
う
に
小
さ
な

ボ
ト
ル
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
珍

し
い
形
の
ボ
ト
ル
。
ボ
ト
ル
底
の

注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た

ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
を
手
作
り
で
製
作

し
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ガ
ラ
ス

職
人
に
頼
ん
で
特
注
し
た
も
の
だ

と
い
う
。

ボ
ト
ル
に
は
、
同
社
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
が
レ
ー
ザ
ー
刻
印
さ
れ
た
チ

タ
ン
プ
レ
ー
ト
も
飾
ら
れ
て
い

る
。
チ
タ
ン
は
ス
テ
ン
レ
ス
ね
じ

メ
ー
カ
ー
の
同
社
が
、
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
向
け
パ
ー
ツ
な
ど
に
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
る
材
質
の
ひ

と
つ
だ
。

こ
と
が
で
き
る
。

ワ
イ
ン
通
の
柿
澤
社
長
は

「
フ

ォ
ア
グ
ラ
や
デ
ザ
ー
ト
に
合
う
と

思
う
。
養
殖
の
鮎
と

一
緒
に
あ
わ

せ
て
も
美
味
し
か

っ
た
」
と
話
す
。

同
社
は
今
年
創
業
７５
周
年
を
迎
え

て
、
６
月
１
日
に
記
念
式
典
を
開

催
し
た
。
記
念
ワ
イ
ン
は
社
員
や

取
引
先
な
ど
に
も
贈
ら
れ
た
も

の
。
こ
の

「ね
じ
ワ
イ
ン
」
、
会

社
の
記
念
品
や
販
促
品
な
ど
に
使

用
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

日
本
ね
じ
研
究
協
会
は
、

ボ
ル
ト

・
ナ
ッ
ト

・
止
め
ね

じ
関
係
の
機
械
的
性
質
の
Ｊ

Ｉ
Ｓ
が
、
今
年
９
月
頃
に
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い

１０
月
３
日
に
東
京
港
区
の
機

械
振
興
会
館
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
す
る
。

◇

今
回
の
改
正
で
は
、
ね
じ

の
共
通
規
格
で
あ
る
機
械
的

性
質
の
内
容
が
大
幅
に
変
更

と
な
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
改
正
内

容
を
理
解
し
て
ね
じ
の
生
産

。
使
用

。
取
引
に
活
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
日
本
ね
じ

研
究
協
会
で
は
、
ね
じ
の
機

械
的
性
質
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
改
正

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
説
明

会
を
実
施
す
る
。
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セ
イ
ラ
油
圧
、
医
療
機
器
向
け
狙
う

切
削
加
工
部
品
や
特
殊
精

密
ね
じ
を
製
造
す
る
い
セ
イ

ラ

（埼
玉
県
加
須
市
、
原
澤

静
男
社
長
）
は
、
超
高
速
ス

ピ
ン
ド
ル
を
搭
載
し
た
複
合

旋
盤
に
よ
る
微
細
精
密
加
工

に
対
応
し
て
、
泊
圧
ス
プ
ー

ル
や
医
療
機
器
向
け
部
品
の

生
産
を
強
化
す
る
。

主
に
油
圧
シ
リ
ン
ダ
の
方

向
制
御
弁
に
使
用
さ
れ
る
油

圧
ス
プ
ー
ル
は
、
同
社
の
こ

こ
最
近
の
売
上
げ
で
高
い
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
製
品
だ
。

油
圧
ス
プ
ー
ル
に
は
横
穴
や

切
り
抜
き
部
が
あ
り
、
こ
れ

を
複
合
旋
盤
で
穴
加
工
し
た

リ
ミ
ー
リ
ン
グ
加
工
し
て
い

る
。
通
常
の
旋
盤
で
は
３
０

０
０
か
ら
５
０
０
０
回
転
で

加
工
す
る
が
、
微
細
加
工
を

す
る
た
め
の
小
径
の
切
削
工

具
で
は
、
こ
の
回
転
数
で
は

刃
が
折
れ
や
す
く
、
ま
た
回

転
不
足
数
に
よ
る
バ
リ
の
発

生
も
あ
り
、
こ
う
し
た
場
合

は
仕
上
げ
工
程
が
必
要
と
な

る
。そ

こ
で
旋
盤
の
回
転
数
を

ス
ピ
ン
ド
ル
側
で
４
倍
速
ま

で
引
き
上
げ
る
の
ス
ズ
キ
プ

レ
シ
オ
ン

（栃
木
県
）
製
の

回
転
工
具
ユ
ニ
ッ
ト

「ア
イ

ビ
ー

・
ス
ピ
ン
ド
ル
」
に
着

目
。
回
転
数
を
２
万
回
転
ま

で
引
き
上
げ
る
と
刃
先
が
安

定
し
て
破
損
が
抑
え
ら
れ
、

長
時
間
加
工
へ
の
対
応
や
加

工
時
間
の
短
縮
、
さ
ら
に
バ

リ
も
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

「平
成
２４
年
度
補
正

。
も

の
づ
く
り
中
小
企
業

・
小
規

模
事
業
者
試
作
開
発
等
支
援

補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
今

年
３
月
に
Ｃ
Ｎ
Ｃ
自
動
旋
盤

（シ
チ
ズ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
ミ

ヤ
ノ
製
Ｌ
２０
Ｘ
）
を
導
入
、

こ
れ
に

「ア
イ
ビ
ー

。
ス
ピ

ン
ド
ル
」
を
搭
載
さ
せ
て
７

月
よ
り
微
細
精
密
加
工
へ
の

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

超
高
速
ス
ピ
ン
ド
ル
に
よ

る
コ
ン
マ
レ
ベ
ル
の
穴
加
工

や
エ
ン
ド
ミ
ル
加
工
を
可
能

に
し
て
、
い
ま
ま
で
対
応
で

き
な
か
っ
た
小
型
の
油
圧
ス

プ
ー
ル
の
製
作
が
可
能
に
な

っ
た
。
ま
た
導
入
し
た
Ｃ
Ｎ

Ｃ
自
動
旋
盤
は
斜
め
穴
加
工

に
も
対
応
し
て
お
り
、
微
細

で
よ
り
複
雑
な
加
工
を
必
要

と
す
る
医
療
機
器
向
け
へ
の

販
売
拡
大
も
目
指
す
。
原
澤

社
長
に
よ
る
と

「例
え
ば
介

護
業
界
で
需
要
が
期
待
さ
れ

る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

に
は
小
型
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ

が
使
わ
れ
て
お
り
、
油
圧
ス

プ
ー
ル
も
小
型
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
需
要

に
も
応
え
ら
れ
れ
ば
良
い
」

と
話
す
。
同
社
は
海
外
販
路

の
拡
大
も
積
極
的
に
目
指
し

て
い
る
。
異
業
種
連
携
に
よ

る
合
同
の
海
外
視
察
に
定
期

的
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、

ア
ジ
ア
や
東
欧
な
ど
現
地
企

業
と
の
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
商
社
を
介
さ

ず
に
小
ロ
ッ
ト
製
品
を
直
接

取
引
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
模
索
し
て
い
る
。
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超高速ス ピン ドルによる微細力日工部品

CNC自 動旋盤 に搭載 した超高速ス ピン ドル
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ロ
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比
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線

「神
谷
町
駅
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よ
り
機

械
振
興
会
館
行
の
無
料
バ
ス

あ
り
）
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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（炭

素
鋼
及
び
合
金
鋼
製
締
結
用

部
品
の
機
械
的
性
質

一
強
度

区
分
を
規
定
し
た
ボ
ル
ト
、

小
ね
じ
及
び
植
込
み
ボ
ル
ト

ー
並
目
ね
じ
及
び
細
目
ね

じ
）
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
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